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性肺水腫発生機序の解明に努めた｡ すなわち, ウイスター系雄ラッテを 2群に分け, 1群は合成無脂質飼
料で, 他の 1群は15% のゴマ油含有合成飼料でそれぞれ 2 - 3 か月間飼育し, かかる両試獣群をもってそ
の腹壁皮膚毛細血管抵抗値および丘疹消失時間を測定し, また水分負荷+ Vasopressin 注射試験およびそ
の際にコーチゾンをあらかじめ投与し, またさらに当該試獣の各種臓器の不可欠脂酸含有量をも測定して
両群の問にいかなる差があらわれるかを検討し, 次の結果を得た｡
( 1 ) 生体内不可欠脂酸の欠乏は皮膚毛細血管壁自体の構造学的変化を招き, その透過性は著しく冗進
することが判明した｡





( 3 ) 無脂質食飼育によって, いったん毛細血管透過性が異常に冗進した試獣でも, それに比較的短期
間ゴマ油を投与すると, 毛細血管透過性は正常に復し, 肺水腫の発生は抑制される｡
(4 ) コーチゾンの投与は毛細血管透過性の異常冗進を抑制し, 肺水腫の発生に対しても抑制的に作用
した｡ しかしその効果はゴマ油投与の効果には及ばなかった｡
( 5 ) 各種正常動物の副腎には他の臓器に比べてはるかに大量の不可欠脂酸が含有されているものであ
るが, 無脂質食飼育時にはこの不可欠脂酸含有量は特異な変動を示すようになるg
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨




W istar 系の白鼠をもっての実験で,一長瀬は不可欠脂酸欠乏食を与えたものに V asopressin を注射し水
分負荷を行なえば, 電子顕微鏡的所見において, 最も人間の急性肺水腫像に近いものをえられるので, 良




事実, 臨床的にもわれわれの教室では, この乳剤を術前, 術後に投与するようになってから術後急性肺
水腫は 1 例も経験していないのである｡
このように, 本研究は従来の術後急性肺水腫の発生論にじゅうぶん考慮すべき余地のあることを示した
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